
考
察
す
る
庵
あ
り
隔
像
論
こ
し
て
如
上
の
事
實
を
強
物
亡
鋤
比
す

る
に
於
い
て
、
そ
の
閤
自
ら
我
が
上
代
外
來
文
化
ご
固
有
の
丈
化

ε
の
廣
別
の
認
め
ら
る
・
も
の
あ
り
、
ま
た
古
墳
の
分
布
よ
り
し

て
皇
威
糞
展
の
迩
を
徴
す
べ
き
も
の
あ
る
を
云
へ
り
。
本
文
四
六

版
百
三
＋
頁
の
小
冊
子
な
る
が
、
文
中
捕
む
に
多
撒
の
滲
考
圖
を

以
て
し
、
簡
潔
な
る
記
述
の
間
に
近
時
大
い
に
開
明
せ
る
斯
學
の

業
蹟
を
録
せ
る
を
以
て
、
一
護
我
が
古
墳
墓
に
關
す
る
証
確
な
る

智
識
を
得
べ
く
、
ま
た
行
間
古
境
を
通
じ
て
我
が
上
代
文
化
を
券

髭
せ
し
め
ん
ε
す
る
著
者
の
用
意
の
競
は
る
エ
も
の
あ
り
、
蓋
し

近
時
の
考
古
學
界
に
於
け
る
特
記
す
べ
き
述
作
の
唱
な
ら
む
。
た

草
其
の
用
紙
粗
悪
な
る
爲
挿
岡
多
く
明
瞭
を
訣
く
を
憾
ぐ
」
な
す
。

（
定
慣
桶
、
O
O
、
東
京
國
史
講
習
會
）
〔
梅
原
〕

第
七
谷
　
　
彙

報

彙

艮
訣
臨
・

（
國

三密演

一
定
京
都
帝
至
大
學
丈
學
逸
史
學

　
大
正
十
一
年
度
講
義
題
目

　
　
正
　
科
　
概

吏
）　

　
國
史
概
説
中
世
及
近
世
）

麺
｛
　
　
國
史
概
説
（
古
代
）

雑
修
麟
青
酢
沿
革
）

丑
欝
鼠
講
盤
鰍
靴
態

（
支
那
吏
東
洋
史
）

ntt
口特演

　
　
東
洋
史
概
親
（
古
代
）

通｛　
　
東
洋
史
概
設
（
中
世
）

　
　
東
洋
史
概
誹
（
近
世
）

　
　
支
那
の
紛
書

髪　　
丈
那
史
外
國
資
料

　
　
西
　
域
　
更

　
ρ
　
　
支
那
考
古
學

三
日
知
錐
に
就
き
て

第
三
號

．

一
五
九
　
（
五
〇
一
）

喜三今同喜三喜三
1嚇酉　田浦田浦
　　助
教敏教誓轍教教
授畏授　授授授授

内
藤
　
教
授

桑
原
　
教
授

矢
野
　
敏
授

内
藤
　
教
授

矢
野
　
数
授

窮
田
助
数
授

濱
田
　
敷
授

矢内桑
野藤原

敏敦数
授授授



（
酉
　
洋

　
普特llli

第
七
巷
　
　
藥

報

？

史
）麺

　
西
洋
卑
概
説

殊
｛
謙
轍
辮
糞
薫
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雌

棄

（
最
近
世
史
）

　
聾
　
　
．
遷

　
　
　
　
レ
、
7

（
史
學
研
究
法
）

（
地

最
近
世

讐
　
　
通
　
吏
集
研
究
法

理
　
學
）

善特演

　　　　　　副
羅露人考古
難類嚢奮
粋欝与論學
　語

文
　典

智　　掠　　地
t－Ls　”一V．x　N一．

　　地地輝入地
　　質理麟二二
　　學旧地地話
　　概史理理題
　　論資學論
　　　料
　　　解
　　　観

唱

坂
目
　
教
授

原
　
　
教
授

濱
田
　
教
授

糖
村
助
敏
前

原
　
　
教
授

坂
口
　
教
授

療
　
　
教
授

厘
　
　
数
授

石同同小同贋小
橋　　川　橋川

敏　　教　教教
授　　｛受　授授

中
村
講
師

濱
田
　
敏
授

足
立
敏
授

｝
・
噂
輝

輝
鷲
一
龍
観
　
　
　
｝
山
ハ
○
　
　
（
五
〇
二
）

　
　
　
翻
臼
英
關
係
史
料
展
覧
會

　
英
國
皇
儲
殿
下
の
京
大
に
行
啓
遊
ば
さ
れ
た
る
際
京
都
大
學
に

て
は
海
外
交
．
通
に
撰
す
る
史
料
其
他
を
本
部
櫻
上
に
陳
粥
し
て
台

豊
に
供
し
た
る
が
三
時
蒐
集
せ
る
資
料
の
内
揚
所
の
關
係
其
他
の

事
情
の
爲
め
陳
剣
す
る
能
は
ざ
の
し
も
の
紗
か
ら
ざ
り
し
を
以
て

京
大
岡
書
億
に
て
は
五
月
十
二
十
三
爾
日
學
内
愈
擾
堂
に
於
て
日

英
關
係
史
料
展
囎
會
を
開
催
し
一
般
の
縦
寛
に
供
し
た
り
陳
列
の

史
料
は
慶
長
年
間
よ
り
明
治
初
年
代
に
漏
り
（
一
）
日
英
交
通
に
蘭

す
る
史
料
（
二
）
本
邦
に
て
編
著
諜
述
叉
は
刊
行
せ
ら
れ
た
る
英
國

志
類
（
三
）
英
吉
利
語
學
書
類
（
四
）
英
田
名
著
の
灘
謬
書
（
五
）
英
國

に
て
娼
版
せ
ら
れ
た
る
日
本
に
蘭
す
る
古
書
類
（
六
）
幕
末
及
開
治

初
年
頃
英
人
の
日
本
に
て
登
行
せ
る
新
聞
紙
類
（
七
）
英
人
の
風
俗

を
描
け
る
日
本
版
識
等
に
分
ち
約
三
百
轍
に
蓬
し
た
り
そ
の
内
主

な
る
も
の
左
の
如
し
。

　
○
ア
ダ
ム
ス
艶
四
翰
○
セ
i
、
リ
ス
航
海
畠
記
○
コ
ッ
ク
ス
臼
r
記
○
異

　
國
臼
記
○
婆
心
秘
稿
○
英
國
往
復
書
翰
綴
込
（
明
治
元
、
二
年
）

　
○
英
吉
利
官
吏
往
復
書
（
文
久
二
年
至
元
治
元
年
）
0
慶
慮
元
年

　
大
阪
御
誹
…
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
御
　
悪
留
○
柵
船
永
以
前
イ
ギ
リ
ス



船
渡
來
ノ
際
長
崎
港
警
備
圖
○
譜
厄
利
亜
国
語
和
解
（
文
化
八
年

本
木
思
考
編
）
○
諸
漁
利
亜
語
林
大
成
（
文
化
十
一
年
本
木
正
覚

等
編
）
、
エ
グ
レ
ス
語
家
書
和
解
（
嘉
永
四
年
西
成
量
等
編
）
○
漂

荒
忙
事
、
魯
敏
遜
漂
行
状
略
○
智
環
啓
蒙
（
三
種
）
○
胸
肉
の
奇

薬
（
明
治
十
年
「
民
問
錐
誌
」
所
載
）
○
暦
象
新
書
○
金
密
開
宗
○

ミ
ル
自
由
之
理
○
ベ
ン
ザ
ム
民
法
而
立
及
刑
法
女
皇
○
ス
ペ
ン

サ
ー
胱
禽
臼
壊
○
噛
禺
関
圏
新
雪
紙
（
べ
一
り
一
編
）
○
カ
ロ
ン
、
．
ワ
レ

ニ
ウ
ス
、
モ
ン
タ
ヌ
ス
、
ク
ン
ペ
ル
等
の
日
本
紀
事
。

　
　
　
囎
史
學
研
究
一

例
會
五
月
＋
＝
百
午
後
蒔
三
＋
分
よ
り
文
墨
部
第
五
敏
室
に

於
て
開
催
左
の
意
味
切
講
演
あ
り
。

　
一
、
古
事
記
の
干
支
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
會
員
　
丈
學
博
士
　
原
　
勝
郎
需

　
巴
県
幌
寺
本
＋
口
事
記
の
干
支
が
後
入
研
究
の
結
果
堂
甲
き
加
へ
た
る

も
の
な
る
こ
ε
を
論
じ
、
一
々
に
つ
い
て
区
劃
論
明
せ
り
っ

　
一
、
歓
洲
東
洋
學
界
管
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
會
昌
只
　
文
學
士
　
朋
田
　
　
、
亨
君

　
現
今
歓
洲
斯
界
の
趨
勢
に
カ
タ
・
グ
式
の
研
究
態
度
の
非
常
に

　
　
　
第
七
巻
　
彙
　
　
報

流
行
せ
る
こ
・
こ
は
著
し
き
現
象
に
し
て
、
唱
書
を
臨
む
に
も
其
の
．

結
果
を
室
し
か
ら
し
め
ざ
る
爲
、
必
ず
其
の
書
中
の
重
要
事
項
、
注

意
す
べ
き
問
題
を
目
録
に
録
し
て
之
を
整
理
分
類
し
以
て
研
究
の

資
に
充
て
む
一
こ
せ
り
、
但
し
其
の
方
法
の
形
式
に
至
の
て
は
別
に

共
通
せ
る
基
範
的
の
も
の
な
く
各
人
各
個
に
之
を
考
へ
て
配
列
せ

む
ε
す
る
風
な
り
。
其
の
麗
質
の
歌
は
實
に
吾
人
等
の
他
由
の
石

た
る
べ
し
、
こ
錐
も
、
概
し
て
本
証
批
評
に
顧
慮
を
携
は
ざ
る
は
重

大
な
る
鋏
絡
あ
る
を
感
ぜ
ざ
ろ
を
得
す
。
次
に
観
寛
調
査
せ
し
主

な
る
巾
幽
料
　
は
大
曲
央
博
物
横
陽
、
イ
ン
デ
ア
ン
オ
フ
ヒ
ス
㎜
圃
堂
回
館
、
東
洋

學
校
に
て
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
の
当
国
品
を
見
た
る
が
、
ジ
ヤ
イ
ル

ス
氏
專
ら
之
が
整
理
に
從
ひ
世
界
大
戦
の
爲
に
中
断
せ
ら
れ
て
讐

中
に
牧
蔵
せ
ら
れ
た
る
も
の
多
く
、
特
來
の
調
査
に
倹
た
ざ
れ
ば
、

之
を
研
究
の
實
用
に
供
す
る
こ
ミ
は
不
可
能
な
る
歌
態
に
在
り
Q

佛
國
に
渡
り
て
ペ
リ
オ
氏
の
蒐
集
品
を
晃
た
る
が
、
ビ
ブ
リ
オ
テ

ー
ク
、
ナ
シ
ヨ
ナ
ー
ル
訳
書
館
に
は
文
書
多
く
、
ル
ー
グ
ル
博
物
館
…

に
総
識
多
し
、
ミ
ユ
ゼ
ー
④
ギ
メ
ー
の
陳
列
繍
－
こ
共
に
貴
重
な
る
史

料
を
見
た
る
こ
、
こ
を
蓮
べ
ら
れ
、
総
ほ
鋤
逸
の
事
情
に
及
ば
れ
た

’
り
。

　
當
口
は
其
の
苦
心
複
窮
惣
來
せ
ら
れ
し
此
等
諸
蒐
集
品
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
貌
　
　
　
一
六
｝
　
（
五
〇
三
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
嚢
　
　
　
等

分
の
爲
眞
を
展
槻
に
供
し
鵜
島
脅
七
十
名
、
午
後
五
時
散
諭
す
、
今

其
の
陳
刺
縫
眞
等
の
膳
を
左
に
録
し
大
方
の
奉
致
に
供
す
（
）

　
　
　
　
（
一
）
　
華
夷
論
語

　
巴
里
亜
細
亜
協
會
藏
陳
撰
李
訂
本
0
大
英
搏
物
館
藏
版
本
○
桐

　
勧
恣
藏
明
抄
本
○
倫
敦
ユ
ニ
．
7
i
シ
テ
イ
マ
レ
ヂ
蔵
回
黙
黙
語

　
○
内
閣
丈
庫
藏
本
0
禰
券
棲
叢
書
本

　
　
　
　
（
二
）
　
史
　
書
　
蓼

　
史
記
断
簡
○
漢
書
断
簡
○
同
○
異
本
露
場
新
簡
○
史
書
断
簡
○

　
洞
0
唐
職
官
表

　
　
　
　
（
三
）
　
文
　
書
　
類

　
敷
の
煤
陰
氏
｛
案
氏
家
畿
陶
○
躍
人
賞
六
皿
戦
紳
鞘
○
乙
亥
年
十
一
口
月
十
山
ハ
霞

　
奏
0
乾
庶
工
ハ
年
・
十
・
月
費
日
　
帖
…
○
丙
寅
年
四
月
十
よ
ハ
日
韓
帖
…
〇
一
士

　
午
十
二
月
同
○
百
姓
章
午
牒
0
百
姓
郭
懲
子
啓
○
天
爾
七
年
十

　
一
月
壮
三
日
露
幽
門
疏
○
沙
州
飾
度
藤
織
議
全
野
0
常
樂
副
使

　
田
員
宗
啓
○
肺
義
軍
簾
度
使
文
書
○
白
玉
圏
三
河
洲
節
疫
稀
男

　
全
公
…
…
…

　
　
　
　
（
四
）
地
籍
類

　
唐
光
啓
元
年
慕
地
志
残
雀
○
秘
露
録
○
西
天
路
章
○
請
蓮
山
河

　
　
　
　
　
　
　
第
三
艶
　
　
一
六
二
　
（
五
〇
四
）

地
名
要
馨
二
二
〇
沙
州
都
督
府
繍
緯
残
巻
○
漢
乾
砧
二
年
編
沙

州
地
方
志
残
巻
○
地
志
参
宿
○
重
器
盆
五
天
竺
國
傳

　
　
　
（
五
）
佛
典
　
類

唐
威
麺
九
年
忌
金
剛
般
若
波
羅
密
経
○
魏
正
光
二
年
寛
…
大
方
等

陀
羅
尼
経
0
西
號
槍
法
域
課
騨
迦
牟
尼
如
楽
像
法
減
蓋
之
記
○

漢
文
倶
舎
論
實
義
疏
○
ウ
イ
グ
ル
文
字
古
ト
ル
コ
文
倶
舎
論
實

義
疏
○
周
天
地
八
陽
脚
発
維
異
本
○
岡
佛
典
○
同
佛
典
○
岡
無

量
細
謹
烈
婦
○
ソ
グ
ド
文
佛
典
0
同
羅
針
罫
陀
羅
尼
○
同
佛
典

○
嗣
．

　
　
　
（
六
）
　
麿
　
　
　
類

七
曜
暦
口
○
貞
明
八
年
具
注
暦
蓄
財
○
雍
煕
三
年
具
注
暦
○
占

轡
断
商

　
　
　
（
ヒ
）
　
語
彙
、
韻
書
類

蕃
漢
封
課
語
彙
断
簡
．
○
扇
○
語
彙
○
切
韻

　
　
　
（
八
）
　
詩
文
．
墓
誌
等

漢
妃
降
嫁
翻
鵜
詩
記
○
文
集
残
巻
0
陰
善
雄
、
羅
盈
達
、
張
懐

慶
等
墓
誌
○
唐
放
河
四
蹄
義
軍
節
度
押
衙
…
…
…
琿
命
蓮
眞
讃

弁
序
○
内
旋
張
氏
墓
誌



　
　
　
（
九
）
漢
文
以
外
の
文
記
類

エ
ニ
セ
イ
ぬ
久
字
＋
ロ
ト
ル
コ
ぬ
久
嘱
追
茄
偲
勲
扁
○
篇
万
感
目
蓋
○
同
族
券
痛
撃
…

名
録
○
同
書
籍
噺
簡
○
同
費
買
契
約
謹
○
ソ
グ
ド
文
書
断
片
○

ア
ラ
ム
交
字
文
書
豊
郷

　
　
　
（
＋
）
追
　
　
加

顧
糧
之
女
史
箴
圖
○
古
意
化
度
諾
意
○
言
様
番
出
土
麿
階
碑
○

春
秋
穀
梁
傳
○
道
教
経
典
○
書
籍
断
簡
○
藥
方
書
管
巻

　
　
　
　
囎
讃
　
吏
　
會

例
金
臼
　
三
月
十
八
日
（
土
曜
日
）
午
後
六
時
よ
り
學
生
子
會
揚
に
於

て
開
催
す
。
出
席
者
三
浦
教
授
、
魚
澄
中
村
牧
富
森
の
諸
學
士
岩

橋
森
下
及
び
學
生
諸
君
な
り
。
先
づ
本
年
卒
業
す
べ
き
江
藤
徴
英

君
の
卒
業
論
文
の
梗
概
に
関
す
る
読
明
あ
り
。

　
鎌
倉
時
代
の
庶
民
教
化
　
　
　
　
　
　
　
江
藤
　
徴
英
潜

皐
安
朝
佛
教
は
形
式
的
敏
豊
島
な
り
し
が
其
末
期
よ
り
鎌
倉
時
代

に
か
け
て
佃
性
に
立
脚
し
た
る
眞
繁
な
る
信
仰
を
喜
ぶ
事
ざ
な
り

加
ふ
る
に
鎌
倉
時
代
に
は
宋
元
に
學
べ
る
墨
黒
も
多
く
其
影
響
に

よ
り
て
も
民
衆
に
適
せ
る
新
宗
派
を
雑
ぜ
る
な
り
此
宗
派
の
起
り
・

し
結
果
ミ
し
て
浮
歩
思
想
上
下
に
起
り
殊
に
下
層
の
民
衆
に
は
こ

　
　
　
第
七
巷
　
　
藁
　
　
　
報

れ
に
封
ず
る
歓
求
甚
し
く
奮
宗
派
に
脇
依
せ
し
も
の
も
こ
れ
に
満

足
せ
す
し
て
新
宗
派
に
入
り
し
も
の
あ
り
而
し
て
新
宗
派
の
申
輝

宗
日
蓮
宗
は
武
士
に
最
甚
深
な
る
感
化
を
與
へ
た
り
く
一
て
新
宗
派

の
僧
侶
の
代
表
者
た
る
遊
行
、
無
任
の
業
績
に
つ
き
て
詳
論
せ
ら

る
。

　
押
縁
頃
の
大
阪
商
人
氣
質
ミ
野
生
艶
歌
態
ミ
に

　
塾
す
る
實
践
方
法
論
的
考
察
（
第
一
回
）
　
佐
古
　
慶
三
君

氏
は
在
來
の
歴
史
家
並
に
経
濟
史
家
の
取
れ
る
方
針
は
此
命
題
に

關
す
る
限
り
＆
。
脅
欝
餓
・
．
ヨ
ロ
、
¶
こ
五
十
歩
百
歩
の
差
異
あ
る
の
み
に

て
科
學
的
批
判
的
に
あ
ら
す
ミ
て
そ
の
一
例
を
圓
谷
弘
氏
の
『
我

國
資
本
家
階
級
の
獲
蓬
、
こ
資
本
主
義
的
精
神
』
に
取
り
同
書
の
史

料
取
扱
方
ミ
論
断
ミ
を
仔
細
に
解
説
批
評
せ
ら
れ
上
り
。

北
野
聯
杜
探
訪
　
四
月
廿
三
日
（
口
曜
日
）
三
浦
教
授
の
五
月
初

海
外
に
赴
か
る
・
爲
め
其
迭
別
の
意
を
兼
ね
北
野
淋
趾
に
探
訪
を
・

行
へ
り
、
画
革
密
島
有
三
捕
瑠
教
授
A
－
西
助
教
授
、
古
田
牧
嘗
田
森
鈴
〃
木
の
諸

學
士
橋
川
源
岩
橋
島
田
森
下
土
田
中
村
井
川
勝
峰
末
隔
加
藤
佐
古

中
原
石
瀬
小
橋
の
請
君
な
の
午
前
九
時
北
野
紳
祉
に
詣
で
同
駄
務

所
に
於
て
三
浦
教
授
指
導
の
下
に
岡
殺
所
藏
の
古
文
書
日
記
描
像

絵
馬
絡
巻
等
を
陽
寛
せ
り
中
に
つ
き
て
重
な
る
も
の
は
諾
像
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
融
殖
一
二
興
聯
　
　
　
一
山
ハ
三
　
　
（
五
〇
五
）



　
　
　
第
七
谷
　
　
會
　
　
報

室
町
時
代
の
渡
唐
天
紳
の
像
注
意
す
べ
く
古
文
書
に
は
同
肚
西
京

紳
人
の
特
構
た
る
酒
麹
の
專
費
に
瀾
す
る
文
書
多
撒
あ
り
文
中
町

入
噂
こ
あ
る
は
密
造
者
を
．
取
締
り
之
を
告
獲
す
る
虫
貝
任
者
を
指
せ
る

も
の
に
し
て
普
蓮
に
い
ふ
町
人
喝
こ
意
味
異
な
る
が
糠
く
酒
麹
特
許

歌
、
特
聾
者
の
名
帳
、
紳
役
緩
等
参
考
に
資
す
べ
し
其
他
片
桐
貞
隆

の
書
歌
に
豊
臣
秀
頼
の
北
野
紳
澱
に
総
馬
を
寄
進
す
べ
き
旨
を
記

せ
る
が
文
中
「
秀
頼
、
様
御
宇
は
松
・
こ
申
御
字
に
候
此
一
字
を
被
成

御
書
入
候
様
に
ミ
申
上
候
」
ε
あ
り
て
秀
頼
の
略
名
が
父
秀
吉
隔
こ

間
じ
く
亦
松
な
り
し
を
詮
す
べ
く
現
に
此
時
寄
進
せ
し
絡
馬
は
同

塵
に
保
管
せ
ら
る
此
他
室
町
時
代
の
日
記
、
徳
川
家
康
の
禁
制
（
慶

長
五
年
）
中
に
入
馬
取
事
ξ
あ
る
も
の
、
昌
琢
自
筆
の
書
歌
等
槻
る

べ
き
も
の
多
し
終
は
り
て
同
趾
前
尾
張
屋
に
て
途
別
會
を
開
き
幹

事
の
迭
別
の
僻
に
次
ぎ
て
三
浦
教
授
の
挨
拶
あ
り
雷
干
数
刻
記
念

の
撮
影
を
な
し
て
夕
刻
散
書
せ
り
。

第
三
皿

山ハ

l
　
　
（
五
（
）
山
ハ
）

禽

報
一

　
　
　
○
入
　
　
　
會

東
京
市
芝
簸
車
町
七
五
、
門
端
院

　
　
　
（
右
紹
介
者
　
松
本
儒
廣
）

京
都
帝
國
大
學
突
論
題
史
學
科
學
生

名同
・同同輩東

京
市
四
谷
臨
寺
町
二
二

　
　
　
　
（
右
紹
介
者
　
那
波
利
貞
）

大
鼎
連
市
門
兄
玉
町
六
、
満
…
欝
研
敏
★
胃
研
飛
乃
所

　
　
　
　
（
右
紹
介
者
　
肥
中
秀
作
）

○
退

東
　
爾
　
胤

澗

村　會

英
敏

松
本
　
　
芳
夫

　
三
雲
群
之
助

　
三
浦
　
三
郎

　
石
川
　
準
三

　
小
橋
淺
雄

中
原
與
茂
九
郎

　
田
中
作
次
郎

塙
　
　
忠
雄

高
田
　
良
助



　
　
　
○
死
　
　
　
亡

大
島
　
友
直

　
　
　
○
寄
賂
交
換
圖
書

現
代
史
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
周
行

商
業
、
こ
経
濟
　
第
二
冊
　
　
　
　
　
長
崎
高
等
商
業
織
豊
研
究
館

大
日
本
全
史
　
下
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
　
山
　
房

下
野
大
谷
寺
石
佛
総
葉
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
田
　
源
八

史
學
維
誌
　
三
三
の
四
、
五
　
　
　
　
　
　
　
　
史
學
會

歴
史
地
理
　
三
九
の
四
、
五
　
　
　
　
　
日
本
歴
史
地
理
學
會

考
古
學
雑
誌
＋
二
の
七
、
八
、
九
、
十
　
　
　
　
　
　
考
古
學
會

國
學
院
難
誌
　
二
八
の
三
、
四
五
　
　
　
　
　
　
國
學
院
大
學

東
洋
哲
學
　
二
九
の
三
、
四
、
五
　
　
　
　
　
　
　
　
．
東
洋
大
學

繧
濟
論
叢
十
四
の
三
、
四
　
　
　
　
　
　
　
　
経
濟
學
會

伊
豫
史
談
　
二
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
豫
史
談
會

人
類
學
雑
誌
　
三
七
の
一
、
二
、
三
合
冊
　
　
　
　
東
京
人
類
學
會

佛
教
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佛
教
大
學

佛
教
大
學
論
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佛
教
大
學
論
叢
祉

史
　
　
．
學
　
嚇
の
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
田
史
學
會

　
　
　
第
七
巷
　
　
曾
　
　
　
報

第
一
二
號
　
　
　
一
山
ハ
｝
工
　
（
五
〇
七
）


